
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月１０日に今年度第１回目の活動を行いました。今年度の活動計画について話し合いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎参加者（６名）佐藤香奈子

さん，安海桑也さん，渥美寛芳さん，安海也子さん，大倉主査，吉川主査 

◎内 容 ①今年度の方向性について 

     １．畑作業…地域の人たちが参加（若者は，お手伝い。） 

２．ボランティア活動…イベント・東六郷関係・市民センター関係・学校に泊まろう関係 

３．若林区の魅力を探ろう…自分たちの住んでいる若林区のたくさんのイベントに参加し， 

それぞれの魅力を紹介する。 

４．イベントの企画…収穫祭 

②連絡方法 事務局担当から，メール連絡を行う。 

③仙白園・人の名称について 変更なしでよい。 

    ④その他 

・活動はじめのアンケートについては，後日提案する。 

     ・区内のイベントに参加したいので，情報がほしい。→担当からメール連絡をする。 

 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は，若者を中心に，仙台白菜などを畑で育てる

活動から発展して，様々な人たちと交流しながら，参加者の活動を社会・地

域につなげることを目指しています。 

平成 28 年 4 月 10 日 仙台市若林区中央市民センター 

【活動のねらい】 

～地域貢献～ 

地域と出会い 

地域で学び 

地域を伝える 

 

次回の活動は，４月１７日（日）畑の整備と堀なか歩き＆春爛漫のイベント参加です。 

明るく元気に頑張りましょう！ 

仙台市若林区中央市民センター ＴＥＬ：０２２－２８２－１１７３ ＦＡＸ：０２２－２８２－１１８０  

昨年度からの継続メンバー

が多く，和気あいあいとし

た雰囲気です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２１日に，若者事業参加者による活動企画会議が開かれました。４月に第１回目の顔合わせ会の

時には活動の方向性について話し合いがもたれましたが，今回は，具体的な活動の中身について話し合

いがもたれました。 

今年度の活動予定日 内       容 

６月１８日（土） 

６月２６日（日） 

７月２４日（日） 

８月７日（日） 

９月１８日（日） 

１０月９日（日） 

 

１１月１２日（土） 

１２月１０日（土） 

１月１５日（日） 

２月１１日（土） 

３月１１日（土） 

東六郷フェスティバル 

イチゴの育て方を学ぼう！in亘理 

東六郷夏まつり 

地域散策・フィールドワーク 

東六郷小学校運動会 

ワカチュウこどもランド 

・仙白園収穫祭 

地域散策フィールドワーク 

クリスマス会 

若者事業成果報告会 

活動のまとめ 

次年度の活動検討 

 

 決まったところで大きなところは，新企画「地域に学ぼう！」で，６月２６日に亘理でイチゴ農家を

されている方に，現在イチゴ農家として再開するまで苦労やイチゴの育て方について取材する予定です。 

 ぜひぜひ，ご参加ください。 

１０月９日（日）に行われる「ワカチュウ子どもランド」では，まつりの宣伝のための広告作成およ

び，「ワカチュウＣａｆｅ」の企画・運営を行う予定です。詳細は，決まり次第追ってお知らせします。 

 今年度も楽しい企画を考え，仲間を増やしながら，みんなで仙白園プロジェクトを盛り上げていきた

いということを確認しました。 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成 28 年 5 月 21 日仙台市若林区中央市民センター 

仙台市若林区中央市民センター  

ＴＥＬ：０２２－２８２－１１７３ ＦＡＸ：０２２－２８２－１１８０ 

◎ワカチュウ 
子どもランド 

（企画・制作・宣伝） 

①宣伝チラシを製作し，各幼

稚園・保育所・小学校・児

童館・市民センターにチラ

シを配布する。 

②「ワカチュウＣａｆｅ」 

（企画・制作・宣伝・運営） 

 まつりの際に仙白園で育 

てたじゃがいもを使って 

じゃがバターを作り，参 

加者に提供する。 

 

◎役割分担  

若者事業（運営・調理） 

ジュニア（給仕係） 

チャボ （会場誘導） 
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仙台発祥の白菜を育てている仙白園を活用して，より地域との新たな繋がりを持つことができないか

と考え，県内で町を挙げていちごに取り組んでいる亘理町で，いちご農家をされている平間勝彦さんを

訪問し，いちご作りや地域とのつながりについて学んできました。 

亘理のいちご農家のほとんどが，東日本大震災で被災しました。国の補助金制度などを活用して，い

ちご作りに取り組んできましたが，もともといちご農家をしていた方の半数がいちご農家をやめてしま

ったそうです。いちごのハウスを大規模化し，機械による生産管理を行うことで，震災前の８割程度の

生産量にまで回復してきました。 

 平間さんの「ものや金は，なくなってしまうけれど，農家は，技術さえあれば生きていける。農業の

技術を子や孫などのこれからの人々に伝えていきたい。東日本大震災では，多くのものが失われてしま

ったけれども，これから，まだまだ取り返せる。」という言葉が，特に印象に残こりました。 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てることを通

して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域につなげることを

目指しています。 

平成 28 年 6 月 26 日 仙台市若林区中央市民センター 

５組の家族が，亘理から北海道の伊達市

に移り住んでいちご作りをしているんだ。 

今のいちご作りは，機械ですべて管理され

ているんだ。 



 

お昼に，県南を代表する名店「田園」にて，海鮮丼やホタテ丼など，地元で採れた海の幸を味わいま

した。名店だけに，待ち時間が４０分ほどありましたが，それゆえに，食べた時には，口の中で感動が

広がりました。 

 午後からは，時間の都合で，岩沼千年希望の丘，閖上日和山を見学することはできませんでしたが，

海岸公園冒険広場見学を行いました。 

 冒険広場職員の方から，震災当日のことや公園の改修工事のこと，これからの展望についてお話をい

ただきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若林区若者社会参画型学習推進事業の

学生です。どうぞよろしくお願いします。 

 

〔参加者の感想〕 

今日はとても充実した１日であった。農家の方からは，被災をして家は流されたものの，思いは流

されなかった。これからもまだまだやっていけるというお話を聞いて大変感動をした。 

震災後の様々な復興支援が行われているが，今日の話を聞いて，まだまだ復興の道半ばであるとい

うことが分かった。 

また，たくさんの人のお話を聞いて，今まで知らなかったことを知ることができ，有意義だった。 

２年後のオープンに向けて，かさ上げ道路

が作られたり，駐車場も作られたりする予定

です。 

震災当日は，この公園の周りは，すべて海

水に覆われたんだよ。 

たくさんの家族連れが訪れる公園になって

ほしいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月３１日の活動は，ジャガイモ各種（メークイン，ワセシロ，男爵イモ）を収穫し，調理実習室・

和室に移動して取れたてのジャガイモをみんなで試食しました。今年は，仙白園のメンバーで，ワカチ

ュウ子どもランドで，「ワカチュウカフェ」を開くべく，じゃがいも料理（肉じゃが，フライドポテト，

じゃがバタ―）を試食しました。また，今回は，定例会を終えたジュニアリーダーも参加し，仙白園の

メンバーと交流をしました。 

 

 

 

 

仙台市若林区中央市民センター 

ＴＥＬ：０２２－２８２－１１７３ ＦＡＸ：０２２－２８２－１１８０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成 28 年 ７月３１日 仙台市若林区中央市民センター 

いも集めは， 

私たちにお任せ！ 

土の中から 

たくさん出て 

くる～！ 

ジャガイモの収穫から試食まで貴重な経験でした。 

採れたてのジャガイモを心ゆくまで味わいました。次回の枝豆の収穫も楽しみです！ 

肉じゃがを初めて作～る！味見

は，任せて！う～んマイルド！ いも集めは， 

私たちにお任せ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月２８日（日）の活動は，だだ茶豆の収穫を行いました。当日はあいにくの雨でしたが，畑にテン

トを張って，収穫を行いました。だだ茶豆を収穫するには，少し時期が早かったためか，実入りの少な

いものが多く見られました。けれど，食べてみると，とても濃い味でとてもおいしかったです。白菜の

種まきも行いたかったのですが，雨が強くなってしまったので，うね作りは，次回に行います。 

 雨の中，テントの中で，枝豆を収穫しました。      

      

 

白菜を植えるぞ！           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いらっしゃいませ！ワカチュウそ！ 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成２８年 ８月２８日 仙台市若林区中央市民センター 

採っても採っても，取りきれな～い！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２２日（木）の活動は，白菜の苗植えをしました。８月３１日に種まきをしました。今回育てた

種は，白菜（郷秋８０日，秋の祭典），大根（仙台地大根），人参（紅かおり），ねぎ（ねぎ一番）をまき

ました。順調に収穫しることができれば，おいしいなべ料理を作ることができそうです。収穫するのが 

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

白菜を植えるぞ！ 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成 28 年 ９月２２日 仙台市若林区中央市民センター 

佐々木名人 

登場！ 

 

まっすぐに

溝を作ってい

くんだ！ 

大根のうね

は，高くすると

いいんだ！ 

畑の見張り番のカラス

に，襲われるぞ―！ 

電動耕運機は，

便利だなー！ 

来年の予算で買

えないかな？ 

 大根，人参，ねぎ，白菜

を作っているので，何なべ

にしようかな？ 

１２月１０日（土）の 

仙白園クリスマス会の時ま

でに，順調に育って，おい

しいなべを作ることができ

ればいいなと思います。 

 たくさんの地域のみなさ

んやチャボ，ジュニアリー

ダーの参加をお待ちしてい

ます。 

いらっしゃいませ！ワカチュウカフェへようこそ！ 白菜を植えるぞ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月９日（日）の活動は，今年度からの新しい取り組みでしたが，ワカチュウ子どもランドでのブ

ース「ワカチュウカフェ」の準備運営でした。ワカチュウ子どもランドでは，遊びに来た参加者のみな

さんに，畑で収穫したじゃがいも・サツマイモを茹でて提供しました。 

 当日は，準備した３００食が完売になるほどの来場者があり，大盛況でした。 

ワカチュウ子どもランドの司会をしたり，ワカチュウカフェの準備運営をし 

たりと大忙しの１日でしたが，「来場者の笑顔が，仙白園の源です。」 

（仙白園若者談）と，疲れも見せず，熱心に活動しました。 

仙白園の新しい仲間が増え，楽しく活動することができました。 

次の１２月・仙白園クリスマス会に向けて，協力して準備を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成 28 年 １０月 ９日 仙台市若林区中央市民センター 

みなさ～ん，こんにちは～！ 

ワカチュウ子どもランドが始まります！ 

楽しいお店がたくさんあります。 

ワカチュウカフェもよろしくね❤ 

アツアツのじゃがいも・さつまいもおいしい

ですよ～！ 

ゆっくり休んでいってください！ 

ギャラリーわかぶんがいっぱいに！！ 

もしかしたら，常設ワカチュウカフェができる

かも！？ 

無心で，いもを頬張るジュニアリーダーのみ

なさん！ 「わたしも仙白園に入ろうかしら。」 

みなさんの仙白園参加，お待ちしてま～す。 

（担当者：心の声） 

１２月１０日（土）の 

仙白園クリスマス会，たく

さんの地域のみなさんやチ

ャボ，ジュニアリーダーの

参加をお待ちしています。 



 

 

+ 

 

 

 

 

 

 今回の活動では１２月１０日（土）に開催予定の冬のイベントについて話し合うことと，当日に向け

ての漬物つくりに取り組みました。メンバー全員で，イベント参加者に提供する白菜料理やイベントの

内容を考えました。話し合いの結果，今年は，「白菜たっぷり鍋でクリスマス会」と題して開催すること

になりました。会議後は，1 週間後の本番食べる白菜づけとキムチ漬けを作りました。本番でおいしく

食べられるといいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成２８年 １２月 ３日 仙台市若林区中央市民センター 

おいしい白菜漬けを作るぞ！ 

たくさんとったど～！ 

おいしい白

菜なべを作っ

て，たくさん

のみなさんの

来場をお待ち

しておりま～

～す！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１０日（土）に冬のイベント「仙白園クリスマス会」を開催しました。敷地内畑で育てた白菜

を収穫し，３種類の白菜鍋を地域の方々やジュニアリーダーに提供しました。３種類の白菜鍋は，仙白

園メンバーが中心となって作りました。「ミルフィーユ鍋」，「キムチ鍋」，「豚汁」でどの鍋も好評でした。

また，仙白園の活動について，多くの参加者に伝えるよい機会となりました。 

 あっという間に準備していた１００食分の鍋を全て提供することができました。今回のクリスマス会

は，学生メンバーが中心となって企画・運営し，地域の方々やジュニアリーダーにも協力してもらい，

大いに盛り上げることができました。早くも，「次回の企画を楽しみにしているよ！」と参加者の方々か

ら声をかけられ，次回の企画に向けての励みとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仙白園について発表】 

【みんなと協力して３種類の鍋ものづくりに挑戦中！！】 

【飾り付け作業・看板製作をがんばりました】 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成２８年 １２月１０日 仙台市若林区中央市民センター 

＜参加者の感想から＞ 

・３種類のどの鍋の味もとてもおいしかったです。来年もぜひ来たいと思います。 

・スタッフの人たちがとても親切だったので，楽しむことができました。 

・若い人たちがたくさん来ていて，とても活気のある素晴らしい会だと思いました。 

・文化センターの畑についてもよく知ることができました。 

・こうした会がたくさん開催してもらえるとうれしいです。 

【採れたての大根です！】 

仙白園！ 

楽しい活動です！ 

どの鍋もとても 

おいしいです！ 

頑張ります！ 

【約１００名の方々にお越しいただきました！】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１５日（日）にせんだいメディアテーク オープンスクエアにおいて，平成 28年度「若者社会参

画型学習推進事業」の成果報告会が開催されました。「仙白園プロジェクト・人」からも４人の学生が参

加し，これまでの取り組みについて発表してきました。各区の成果報告のあとには，会場を変えての交

流会が設けられてのフリートークとなり，取り組み内容について説明するなど他区の若者の方々との交

流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成 29 年 1 月 15 日 仙台市若林区中央市民センター 

＜成果報告会参加者アンケートから＞ 

①若林区の若者から，ほかの区の事業を見てどう思いましたか 

 ○ほかの区の事業を見て，いろいろな可能性があるのだということが分かった。 

○ほかの区の活動を知ることが出来て非常に良かった。よいところを自分たちの活動に取り入れていき 

たい。 

○ほかの区の活動も地域づくりと地域の人づくりがうまくマッチングしていると思った。 

②発表で参考になったのは，どの区の事業でしたか 

  太白区 参加者：農業を学びながらも地域と接していたから。 

  泉 区 参加者：地域ぐるみでの交流，特にお年寄りの方との交流が出来ていて良いと思った。 

  宮城野区参加者：食べるという活動は，誰にでも気軽に参加できるので良い。 

仙台市若林区中央市民センター ＴＥＬ：０２２－２８２－１１７３ ＦＡＸ：０２２－２８２－１１８０ 

 

・他区のイベントに参加するのはなかなか難しい。 

・区と区の垣根を越えたイベントを作れるといいよね。 

・とりあえずいろいろなイベントに参加し，楽しいイベント作りのヒントにしたいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 ３月４日（土）は，仙白園メンバーが全員でさつまいものスイートポテトを作り，スイーツを食べな

がらのお茶飲みをしました。 

さつまいもをふかし，皮をむいたものをすり鉢ですりつぶし，ねずみの形やいろいろな形に整えて，

オーブンレンジで焼き目を付けました。当日は，仙白園メンバーの他，１１名のジュニアリーダーとそ

のお友達が参加し，にぎやかにお菓子作りに取り組みました。作ったスイートポテトの数が多かったの

で，焼くのに時間がかかりましたが，形も味も思ったよりも上手に作ることができました。いつもより

もメンバーの数が多かったので，地域の方々も「活気があっていいね。」と喜んでいました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仙白園プロジェクト・人」は、若者を中心に、仙台白菜などを畑で育てる

ことを通して、様々な人たちと交流しながら、参加者の活動を社会・地域に

つなげることを目指しています。 

平成 29 年 ３月４日 仙台市若林区中央市民センター 

【まずは皮むき】 

【地域の人も一緒に！】 

 

＜１年間の活動をとおして参加者の感想より＞ 

 

・地域の方々と交流を通して，たくさんのお話をお聞 

きすることができました。 

 

・今まで知らなかった地域のことや人と関わることの 

楽しさを学ぶことができました。 

 

・今後も，活動を継続しつつ，たくさんの繋がりを作

っていきたいと思います。 

さすがジュニアリーダーね。 

そのまま仙白園に入ってもいいのよ！ 

わたしたちがやさしく教えてあげるよ！ 

【かわいいポテトもありました！】 

【お菓子屋さんで売っているお菓子みたい！】 


